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計１ 8５１１１ 3１ 7８
軍に関係した造船を中心として、科学技術が件数、
人員共に最大であり、語学に於いても英語、仏語の
（４）
伝
習
と
共
に
数
学
、
化
学
な
ど
の
科
学
か
ら
、
更
に
佐
賀
藩
（５）
の
致
遠
館
の
例
の
よ
う
に
宗
教
、
世
界
事
情
、
国
際
法
に
も
及
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
。
外交に於いては幕末の外国関係に対処するのに、
彼等の知識、能力を活用した。シーポルトの場合、
顧
問
と
し
て
意
見
を
求
め
て
い
る
が
、
彼
よ
り
外
国
奉
行
に
対
し
、
日
本
の
為
に
勤
め
た
い
と
希
望
を
の
べ
た
折
に
（６）
「大君も欧羅巴州中の帝王の如く善良且才智の
｛ハーハ
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科学
技
術
語
学
外
交計
－
３１
八表４Ｖ一雇用内容別件数国別人員表
幕
末
期
御
雇
外
国
人
の
概
観
（
向
井
）
1４７５
鉱
山
紡
績
製
糖
仏
語
税
関
中
国
語
英
語
理
化
学
医
学
領
事
居
留
地
顧
問
当
日
肌
に
２１３１１１１１３１１１１５２１１１１１１3１
２ ３ Ｍ２’
１
’
７
１
’
６
7８
２ ２一
２
一
２
７１
’
１
3１
１
’
１
ｕ｜顕－１’１’
人
９
１
負
１
２１３１７１２１６10２１２１７１１ １１９
9９2０1２207
中止されたが、明治二年に再開している。医学は長崎府医学校、
理化学は大坂の舎密局で明治初年には医学、理化学の先頭となっ
た。特に横須賀、横浜の造船所はベルーーー等の努力により、幕末期
より修理を主として始め、明治四年に大工場として完成させ、造
船業の先頭となった。なお、付属の学校で青年に技術伝習を行な
い、技師、職工の養成をすすめたことも後に影響を及ぼしてい
る。外交では当時の雇用は継続し、人員の交代は後に承られるが、
国際関係の円滑化に寄与した。
語学ではフランス系の横浜語学所の他は継続し、長州藩ではそ
の
後
、
英
語
の
他
に
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
授
も
明
治
初
年
に
始
ま
（８）
る
こ
と
に
な
る
。
横
浜
語
学
所
の
場
合
、
そ
の
卒
業
生
が
明
治
に
な
っ
て
各
方面に活動した。
佐賀藩の致遠館の場合、フルベッキは大隈重信をはじめ、他藩
士にも教授し、間もなく政府に招聰されて、開成学校教師、更に
公議所の会議にも出席して、政府の施策に参画した。大学設立、
独逸医学採用、岩倉遣外使節派遣など重要政策について進言して
おり、幕末期御雇外国人の内では、明治初年の政府に大きな影響
を与えている。
以上、幕末期御雇外国人について概観を表解し、解説をした
が、明治年間に盛んとなった御雇外国人の活動に対して、幕末期
はその先駆的意義をもつものである。
六七
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（５）
（６）
'■、／■、／■、
４３２
、=ノ、-ノ、‐ノ
註（１） 法政史学第一一一十三号
勝海舟『海軍歴史』、『陸軍歴史』昭和三
長崎大学医学部『長崎医学百年史』昭和三六
古賀十二郎『徳川時代に於ける長崎の英語研究』昭和二一一
呉
秀
三
『
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
』
大
正
一
五
東京大学史料編墓所『維新史料綱要』昭和四一’四二
茅沼炭化砿業株式会社『開砿百年史』昭和三一
北
海
道
『
北
海
道
開
拓
功
労
者
関
係
資
料
集
録
』
下
巻
昭
和
四
七
日
本
英
学
史
学
会
『
英
学
史
研
究
』
９
’
九
七
六
三枝博音他『近代日本産業技術の西欧化』昭和一一一五
神
奈
川
県
立
図
書
館
『
神
奈
川
史
談
』
十
五
昭
和
四
八
『
鹿
児
島
県
史
』
三
昭
和
四
一
一
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
昭
和
四
八
『
フ
ル
ベ
ッ
キ
書
簡
集
』
新
教
出
版
社
一
九
七
八
石川準吉『日本鉱物資源に関する覚書』昭和一一三
『横浜市史』第三巻上昭和一一一六
『
神
奈
川
県
警
察
史
』
上
巻
昭
和
四
五
『
横
浜
開
港
五
十
年
史
』
昭
和
四
八
一一一坂圭治『防府の今昔』昭和四二
梅渓昇『お一雇い外国人』日本経済新聞社昭和四○
『
お
雇
い
外
国
人
』
全
十
七
巻
鹿
島
出
版
会
昭
和
四
三
’
五
一
『
資
料
御
雇
外
国
人
』
小
学
館
昭
和
五
○
板沢武雄『シーポルト』二一一一一’二四七頁
こ
の
項
『
資
料
御
雇
外
国
人
』
四
九
一
頁
に
よ
る
。
高
谷
道
男
『
ヘ
ポ
ン
』
七
七
頁
同
『
フ
ル
ベ
ヅ
キ
書
簡
集
』
一
一
、
九
三
頁
同
右
一
一
頁
呉秀三『シーポルト先生其生涯及功業』乙篇一四五頁
前号要目（法政史学第三十二号）
建武政権の所領安堵文書の変遷
飯
倉
晴
武
戦国武士の系譜に関する一考察
福
川
一
徳
聖護院系教派修験道成立の過程
新城美恵子
室
町
期
に
お
け
る
大
炊
寮
領
と
中
原
氏
星
川
正
信
ソ連史学界における日露戦争
倉
持
俊
一
豊田武先生を送る（略年譜・著書論文目録ほか）
（
７
）
同
右
一
五
五
頁
（
８
）
西
堀
昭
「
神
奈
川
の
仏
学
ｌ
幕
末
ｌ
、
横
浜
表
「
語
学
所
」
を
中
心としてｌ」『神奈川史談』十五を参照。
〔付記〕
年表についての脱落など不備の点、及び本稿でふれなかった
契約状況等の考案をすすめているので、気付かれた点について
ご教示を希望する。
号一一一一
一一一一一
二四二五一一一ハ 法
政
大
学
文
学
部
紀
要
論
題
（
史
学
科
）
東邦協会についての基礎的研究
近世における彦根藩佐野領の成立と支配
李順の乱に参加した甕戸について
戦
国
期
地
方
の
座
に
つ
い
て
鹿
角
製
刀
剣
装
具
の
直
弧
文
六八
伊豊河村安
藤田原上岡
昭
男直正博武
玄三
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